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“ラオスのこども”とは

今なお、十分な教育を受ける機会がないラオスの子ど
もたちの成長を願い、１９８２年から日本とラオスを中心
に活動をしている国際協力NGOです。

日本とラオスの人々が協働しながら子どもが自ら学ぶ力
を伸ばす環境づくりに取り組んでいます。



ラオスって...？

面積：日本の本州と同じくらい
人口：約６５０万人
特徴：国土の約７割が山岳地帯や高

原のため、人口が首都のビエン
チャンに集中しています。有名
な建物や料理はありませんが、
手つかずの自然が残っており、
訪れた人々の心を癒やします。

東南アジアの
インドネシア半島に

位置する国



活動のはじまり

１９８２年、ベトナム戦争後の長引く混乱と停滞の中、
東京在住のラオス人と日本の友人とが、
「ラオスの子どもたちも日本の子どもたちと同じように絵
本を楽しんでほしい」と幼稚園のバザーなどで集めた
絵本をラオスに送りました。

これが「ラオスのこども」の活動の始まりです。



活動内容

1. 絵本・児童書・紙芝居の出版・配布

2. 学校図書室や図書箱の設立支援

3. 教員の研修

4. 作家や画家など本の作り手育成

5. 「子ども文化センター」の運営支援

ラオス
では...



１，絵本・児童書・紙芝居の出版・配布

ラオスは口承文化が伝統であったこと、
長期間にわたり植民地であったことなど
から、文字文化は盛んではありませんで
した。そして、現在でも本の出版は活発
ではなく、特に子どものための本は不足
しているため、出版・配布を行っています。

１９９０年から２０１２年末までに出版した
本は８１万冊にのぼります。



２，学校図書や図書箱の設置

図書室などの施設のない
小中学校に、図書箱（トラ
ンク型の木箱に本を収納し
たもの）を、
届けたり
しています。

日常的に、多くの児童生
徒が本と親しめるよう、空き
教室を利用して本などの
備品をそろえ、
学校に図書
室を作ったり、



３，教員の研修

ラオス語図書が配布されても、先生自身
が本の活用や管理を知らなければ、子
どもたちに本の良さを伝えることが出来
ません（教師自身が子どもの頃に本を
読んだことがない人もしばしば...）。その

ため、学校の先生を対象にセミナーを
開催しています。



４，作家や画家など本の作り手育成

ラオスでは作家が少ないことも本が
普及していない原因の１つです。

そこで、日本人やタイ人の専門家に
協力のもと、絵本セミナー・紙芝居
セミナー・編集者育成セミナーなど
を開いたり、コンクールを通して若
手作家を発掘・育成しています。



５，「子ども文化センター」の運営支援

ラオスの学校教育では行われていない、
「自分の考えを表現する力」を養うことが
できる施設として、「子ども文化センター」
を設立しました。

今では全国で２０カ所に広まり、「ラオス
の子ども」は類似施設を含めて９カ所の
運営支援をしています。



活動内容

＜支援メニュー＞

ファミリーレストラン「ジョナサン」に支援
メニューを掲載し、購買額の一部を「ラ
オスの子ども」に寄付しています。

寄付金は、ラオスの子ども教育の支援
に当てられ、これまでに２２，５００冊以
上の絵本を出版することができました。

日本
では...



活動内容

＜小規模なチャリティイベント＞

日本
では...

ラオスでの活動を支援するため、ボ
ランティアが中心となった活動紹介
のイベントを行ったり、ボランティア
参加として、日本語の絵本にラオス
語の翻訳をつける「ラオス語絵本プ
ロジェクト」も行っています。



売れ残った本は...
シャンティ国際ボランティア会へ

古本市で売れ残った古本は、

ブックオフで買い取ってもらい、買取額
の１０％を上乗せして寄付する「本で寄
付するプロジェクト」を利用して、アジア
各地で子どもの読書支援を行っている
国際NGO「シャンティ国際ボランティ
ア」に寄付します。


